
1.　はじめに

世界の人口は現在約 67 億人であり，高等教育で学

ぶ学生数は 1 億人を超えており，さらには 250 万人

以上が他国へ留学していると言われている（1）．また，

一般に HDI（人間開発指数）の高い国からの留学生が

多いが，最近では発展途上国からの留学生も多くなっ

ている傾向にある．

一方，日本における 2008 年 5 月時点での留学生

受入は 123,829 人となっており，出身国別の留学生

は中国の 72 千人，韓国の 18 千人，台湾の 5 千人等

となっている．また，アジア圏からの留学生は日本の

留学生の 92.2%を占めている（2）．留学生が多い中国

人はその母語の声調として 4 種類（四声）を使って

おり，タイ語の声調は 5 種類，ベトナム語の声調は 6

種類となっているなど，留学生の母語と日本語は発音

方法が大きく異なる場合が多く，留学生にとっての日

本語発音は非常に難しい問題となっている．

日本では昔から「読み書きそろばん」の表現が用い

られるが，聞くことと話すことは留学生が学生生活を

する上で読み書き以上に重要となっている．一般に，

日本語を読むことと書くことについては種々の紙媒体

の教材が提供されている．また，聞くことについても

CD-ROM や DVD を含むマルチメディア教材が多数提

供されている．さらには，コンピュータを利用した支

援システムも提供されており，比較的楽に学習ができ

るようになっている（3）．例えば，日本語作文評価の

ための日本語文章の特徴抽出（4），カタカナ学習支援
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A large number of foreign students come to Japanese universities recently. The students are required 
to have an ability of Japanese oral presentations in university classes or academic meetings, where Japa-
nese pronunciation is generally difficult for foreign students. In this paper, we develop a new Japanese 
pronunciation evaluating system for foreign students. The Japanese pronunciation by foreign students is 
compared with the standard pronunciation, and the accent and rhythm of the pronunciation are analyzed 
by the system. The result is displayed on a monitor for the improvement of learners’ pronunciation. The 
learners can correct their accents and rhythm by the feedback of the graphical result from the system.
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